



















































































































































































則 乃 即 すなはち 計
訓　点 137 117 63 317
ヘボン 10  10













































































































































































































































































































則 乃 即 輒 計





 4   7
  (1)















則 乃 即 すなはち 計
1895（M28） 148   6  36   2 192
1901（M34）  74   2  24 　 100
1909（M42）  38  17 　  55
1917（T6）  12   1  16  29










































付記：本稿は、第 5回外国資料研究会（2016年 1月 23日、愛知県立大学）における研究報
告をもとに加筆しまとめたものである。その際、多くの貴重なご意見、ご教示を賜った。
記して深謝申し上げる。
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